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わが国では、昨今、人口減少、労働力不足を背景として、国全体の労働生産性向

上、働き方改革を実現すべく、助成金、補助金など手厚い政策支援も行われてい

ます。

そして、その有力なツールとして「IT の活用促進」も政策支援対象となっていま

すが、「IT 活用の促進」は今に始まったことではなく、20年以上前からさまざ

まな形で推進されてきました。

にもかかわらず、「肌感覚として」いまだにIT の活用というのは「効果がよく分

からない」「不透明」、もっと平たくいえば「なんだかよく分からない」という

経営者の方が、率直にたくさんいるように感じています。

私は、20年間、1,000 社を超える、さまざまな業種の中小企業のIT 導入に、直接

的、間接的にかかわって来ました。その経験を通じ、まずはṡ לּ

שּ ךּ קּ ḴṢという観点に絞ってITפּ ツールの選定や投資対効果を判

断するのがシンプルというように感じています。

第一目標を「時短」としていただき、それが達成されれば必然的に「業務は効率

化されている」といえます。また「時短によって、時間的人的（結果として金銭

的にも）余裕が生まれ、それをそのまま利益とすることも、更に発展的な営業活

動やIT 活用に充てる」ことも可能になります。

本書では、仮想の「基本的に表計算ソフトで売上関係の事務処理を行っている小

規模食肉関係製造卸売り企業」である『三上商店』を例に、その企業が当社

「ＥＺ販売管理」を導入した場合に期待される「時短効果」を中心にまとめてい

ます。なお、「ＥＺ販売管理」を一例にするのは、記述をより具体的にするため

です。販売管理ソフトを「時短を目的に」選定する考え方としては、できるだけ

普遍的に参考になることを目指して書かせていただいております。

本書が、なんらかのよい「販売管理ソフト」を導入する一助になりましたら幸い

です。
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本書の主役である（ただし、架空の企業です）『三上商店』は、神奈川県○×

市に所在する食肉関係の小規模な製造卸売り企業です。社員数は6名です。社

長含め5人で朝早くから食肉を販売用に加工し、その後得意先に配達する毎日

です。奥様は、経理や伝票関係を中心に仕事をされています。

◆売上活動の流れ

注文については、FAXや電話、eメールなど得意先によってまちまちの方法で

日々連絡が入ります。

納品書については、基本表計算ソフトで配達担当者が作成しますが、奥様がサ

ポートする場合も多々あります。指定伝票は手書きし、その後、表計算ソフト

に記録するようにしています。作成した納品書情報は、奥様に集約するように

しています。

請求書については、得意先に20日締の先が10社、末締めの先が30社あり、奥

様が締日毎、得意先毎の納品書内容を表計算ソフトで集計して作成しています。

◆主な得意先

頻繁に取引がある得意先は40件で、その内訳は以下の通りです

Å 飲食店、宿泊施設が30件で、1～2日に1回は何らかの納入があります。う

ち、宿泊施設2件は、指定伝票による納品書作成が必要です。

Å 給食施設が5件あります。介護給与施設もあるのでほぼ毎日何かしらの納

品が発生します。うち、2件の施設は指定伝票による納品書作成が必要で

す。

Å 小規模なスーパーなど、小売店の得意先が5件あります。納品書の特長と

しては100g 当り単価にて記載する必要があります。うち、1件の得意先に

はチェーンストア伝票による納品書作成が必要です。
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先ほどの概要を元に、『三上商店』おける現状の納品書に関連する所要時間

を試算すると47.5 時間、金額換算では時給1,000 円で計算すると47,500 円

のコストがかかっていることになります。

そして、同社がＥＺ販売管理を導入した場合、作業時間は20時間、金額換

算では20,000 円と半減以下にできると考えられます。
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以上の試算の根拠は、次のページで説明します。なお、考え方はＥＺ販売

管理以外の検討にも応用できると思います。
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前のページで最も説明が必要な点は

Å 現状の、納品書1枚あたりの所要時間の根拠

Å ＥＺ販売管理による、納品書1枚あたりの所要時間の根拠

と思います。以下、ご説明します。

◆表計算ソフトでは1枚2分の根拠

表計算ソフトで入力する場合は、得意先名や商品名などは基本都度入力す

る必要があると考えられます。

また、過去の類似伝票を使いまわす場合でも、同社の場合比較的大量の納

品書エクセルファイルが存在すると考えられるため、ファイル名で選び出

すときに、予想以上に時間がかかる場合があります。

そして、そのファイルの読み込み後の編集作業も、すべてのセルにカーソ

ルが移動する点から、日付や数量など、「前回と違う部分」を注意深く確

認する必要があると考えられます。

以上から、本試算では、表計算ソフトによる納品書1枚あたりの作成時間を

2分としました。

指定伝票の工数に関しては、手書きの記入で3分、それを表計算ソフトに入

力する時間を上記2分とし、1枚当り5分で見積もりました。

なお、もし皆様の会社にて「そんなにかからないよ」とか、「もっとかか

る」という場合には、適時計算を入れ替えてください。
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続けて、ＥＺ販売管理による作成の場合、なぜ作成時間が1分なのかをご説明します。

他の販売管理システムを検討される際にも、時短のチェックポイントとしてご活用

いただければ幸いです。

◆指定伝票に直接入力印刷できる

ＥＺ販売管理の場合、入力した売上情報を直接指定伝票に印刷することができます。

したがって、表計算ソフトの場合に発生する、「別途手書きする時間」が不要にな

ります。

◆伝票が入力画面になる

ＥＺ販売管理では「納品書そのものを入力画面にする」ことが可能で、不要な入力

項目は削除することもできます。結果としてキータッチの回数も最小で済みます。
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◆ g単価への対応

納品書内にg単価と1数量あたりの単価が混在するような場合でも、行ごとに自動的

に必要な計算に切り替えることが可能です

◆過去に作成した類似伝票の使い回しが簡単

過去の伝票をファイル名ではなく、「得意先名」や「商品名」など、今回使いまわ

したい内容ですぐに呼び出すことができます。その編集についても伝票が入力画面

のため、日付や数量など今回上書きしなければならない箇所も非常に分かりやすく

確認できるので、「過去類似伝票の使いまわし作成」が簡単です

以上の根拠から、1枚当り1分と試算しました
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『三上商店』の概要（P2）を元に、『三上商店』おける現状の請求書に関連

する作業時間を試算すると6.7 時間、時給1,000 円とすると金額換算で6,667

円のコストがかかっていることになります。

そして、同社がＥＺ販売管理を導入した場合、その作業時間は0.7 時間、金額

換算では667 円と大幅に削減できると考えられます。
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以上の試算の根拠は、次のページで説明します。なお、考え方はＥＺ販売管理

以外の検討にも応用できると思います。
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前のページの試算の

Å 表計算ソフトでの時間の根拠

Å ＥＺ販売管理での時間の根拠

を説明します

◆表計算ソフトで想定される請求書作成の流れ

三上商店では、表計算ソフト作成した納品書が奥様に集約されることになって

いました。締日に近づくと、奥様はまず得意先毎の納品書ファイル1枚１枚を、

請求用のファイル上に、行単位でコピーしていくことが想像されます。この

「コピペ」作業について1枚当り10秒で見積もりました。

そして、得意先毎に請求書が完成した後は、実際に先方に渡している納品書の

控えとの照合が必要と考えられます。そのチェック時間も1枚当り10秒で試算

しました。 以上より、納品書1枚当り確認時間を20秒で見積もりました。

なお、スムーズに運んだ場合はこれで完了ですが、計算が合わない場合はさら

に時間と労力がかかることが想定されます。しかも、その原因を発見するのは

往々にして大変な場合もおおいです。ありがちな例としては

「指定伝票対応分のファイル登録漏れ」

「単純な行コピーミス」

「外税、内税などの消費税の取り扱いミス」

「納品書作成時点でセルの結合や、g単価などに対応するためにセル編集がな

されていてその分の計算が欠落」

といったことがよく聞かれます。そんなご経験、ありませんか？

請求書作成は、正確性に加え、得意先へのお渡しする時間も限られています。

三上商店では、工数や時間に加え、心理的にも奥様に強いプレッシャーがか

かっていることが想定されます。
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続けて、ＥＺ販売管理による作成の場合、なぜ納品書の確認時間が1枚当り2秒

で、全体を通じて1時間以下で請求書が作成できるのかをご説明します。他の

販売管理システムを検討される際にも、チェックポイントとしてご活用いただ

ければ幸いです。

◆請求一覧表で集計状況を事前確認

ＥＺ販売管理では締日ごとにその締日に該当する得意先とその得意先への納品

書枚数、請求予定金額が一覧で確認できる「請求一覧表」を作成できます。こ

の一覧表で明らかに金額がおかしいものはほとんど「あたり」をつけることが

できます。また「売上単価未入力検索」など違算の違算チェック機能も豊富に

備えています。
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◆取引一覧画面と、手元の納品書控えを照合確認

ＥＺ販売管理では、請求一覧表で請求金額や売上伝票枚数が合わない得意先の

期間内の取引明細詳細は、画面ですぐに追跡できます。間違っている内容を見

つけたら、直ちにデータを修正することが可能です。

◆そもそも納品書入力時点のデータの精度が高い

納品書作成の時短効果で説明したように、ＥＺ販売管理は、「伝票そのものが

入力画面になる」「指定伝票に直接入力印刷できる」ため、元データの入力ミ

スや登録漏れということが起こりにくく、また、作成ミスがあったとしても確

認しやすいです。
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ここまでご紹介した、「三上商店が納品書・請求書作成を表計算ソフトから

ＥＺ販売管理に切り替えることの時短効果」を試算を合計すると、時間にして

計33.5 時間削減されました

また、仮に時給1,000 円として、効果を金額に換算して考えると月33,500 円の

コスト削減に繋がっている計算となります。IT 投資の効果が、非常に分かりや

すいと思います。

この削減効果をそのまま利益貢献とみなすことも可能と思いますし、また、削

減時間によって残業を抑制することも、販売分析などいままで手が回らなかっ

たより上位の仕事にあたることも可能です。いずれの場合も生産性向上に繋が

ることになります。

本書が、自社に合ったより「販売管理ソフト」のご導入と「時短の実現」の参

考になりましたら幸いです。
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「2016 年版中小企業白書」

(http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/H28/PDF/chusho/04Hakus

yo_part2_chap2_web.pdf)P126 等によると中小企業でも、「なんらかの業務につ

いて」クラウドサービスの利用が着実に増加しているようです。そして、「販売管

理ソフト」という分野でも安価なクラウドサービスが見受けられるようになってき

ています。

ただ、「販売管理ソフト」という分野は、なかなかクラウド化が進まなかった分野

です。そして今日現在も、無条件にはおススメすることができません。

理由は簡単で、特に大手企業を相手に販売をしている場合、「先方の厳粛な期日ま

でに請求書を発行しお届けしなければ、売上の回収ができない可能性があるから」

です。ネットのトラブルで納品書や請求書が出せないということになると、それが

会社の致命傷になりかねません。

★絶対に押さえておきたいチェックポイント

そこで「クラウド販売管理ソフト」を検討されている場合には、最低限以下の

チェックポイントで懸念されることがないか、ぜひご確認ください。

1.サービス提供元の経営状態は開示されていて、サービスの利用規約は明瞭か？

2.ネットにつながらない場合どうなるのか？ 完全に使えなくなるのか？

3.ルータ機器など、自社内のインターネット接続環境に不安がないか？

以下、各項目をチェックすべき理由を詳しく説明します。

まず1について、クラウドサービス上の自社のデータは、サービス提供元に委ねるこ

とになります。よって、その提供元企業が倒産したり、また管理体制がずさんな場

合には、失われたり流出したりする可能性があります。また、海外企業のサービス

を利用する場合には、日本国内の法律によって保護されない場合もあります。
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そういった観点では、無料のサービスは確かに魅力的ですが「経営状態が開示されている

上場企業」によって「きちんと利用規約が定められている」サービスを使用されるのが安

全策となります。この点がクリアであれば、セキュリティ対策などの気になる点も、ほと

んどの場合、業界標準は満たしていると考えられます。

次に2について、通信インフラは基本的に民間企業が担っています。万一利用している通

信キャリアが、万一大規模な通信障害を起こした場合、それは自社ではどうしようもない

ケースといえます。一方で3については、通信キャリアの問題ではなく、自社設備の問題

ということになります。

それで、2、3に一緒に備える方法としておススメなのが、通常使っているものとは別の会

社、系列の無線通信キャリアのモバイルルータなどの代替通信手段を用意しておき、緊急

時にはすぐに接続を切り替えられるようにしておくことです。

★ハイブリッドクラウドってなに？

クラウドサービスは全般に「ネットに繋がらないと使えない」という弱点がありますが、

それを解決すべく出てきたのが「ハイブリッドクラウド」という考え方です。例えばクラ

ウド上だけでなく、社内にサーバを置くことでネットが繋がらないときは後者で処理を行

い、ネット接続が復旧したら、クラウドと通信同期を取るといったような方法など、サー

ビスや企業によってさまざまな実現形態がありますが、簡単に説明すると、「ネットに繋

がらないときも、最低限は動くようにしている」という考え方になります。そして、その

一例が、当社の「ＥＺ販売管理」です。

「ＥＺ販売管理」の最大のメリットは、「万一ネットに繋がらないときも、納品書や請求

書の発行処理が通常通りに行うことができる」という点に尽きます。カシオは楽一シリー

ズ等を通じて「大量の納品書や請求書を如何にスムーズに発行できるか？」を25年以上追

求してきましたので、この点は強い自負と自信を持っています。

そして、ネットに繋がっているとき（万一ではない通常時）は、ネット上にデータが同期

され、外出先からも在庫確認や発注入力に加えてBIツールが動作し、消費税10％、軽減

税率導入といった法改正対応も自動的に適応されるといったクラウドならではのメリット

も備えています。
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